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明八橋

熊本県

橋 公園

熊本市内を流れる坪井川に架かり、新町2丁目
と西唐人町を結ぶ、橋長21.4m、幅員7.8m、
アーチ径間17mの石橋。東京の「日本橋」や「江
戸橋」を架けた橋本勘五郎が、帰郷して手がけ
た石橋のうちの一つ。1875(明治8)年に造られ
たので「明八橋」と名付けられた。隣に「新明八
橋」が完成する1982(昭和57)年まで車両が通
行していた。（文献1）

熊本市新町2丁目

文献1：土木遺産Ⅳ 世紀を越えて生きる叡智の結晶　日本編２（一般社団法人 建設コ
ンサルタンツ協会「Consultant」編集部 編、H27.2発行）
文献2：熊本市観光ガイド（https://kumamoto-guide.jp/spots/detail/86）

熊本県：http://www.pref.kumamoto.jp/kankou/

明治初期 明治8年

橋本勘五郎

-

上流には、その兄弟ともいえる、明治10年（1877年）に架設された「明十橋（めいじゅう
ばし）」があり、それぞれの橋の上からお互いの姿を眺めることができる。平成に入り、
桜の木を植えたり、レトロな街灯やベンチを設置するなど、公園として整備。夏の夕暮
れには、川面を眺めうちわを手に夕涼みをする人も見られる。橋本勘五郎が熊本県内
で手がけた橋は、他にも「通潤橋」や「霊台橋」などがある。（文献2）


